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妙見宮は西平野の了性寺の鎮守（妙見社）で、正八幡宮とは八幡山の八幡
神社（庭瀬八幡神社）にして講中のものが奉納したものである。（きびのさとNo.83より）

㊽常夜灯（観音堂）
観音堂町内会入口（平野439隣）

（平成29年建屋の解体に伴い撤去・廃棄）
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※写真はいずれも
平成23年1月撮影


